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新
た
な
物
価
高
対
策
を

新
た
な
物
価
高
対
策
を

　

ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ

ル
の
イ
ラ
ン
へ
の
軍
事
行

動
で
原
油
価
格
の
高
騰
は
、

日
本
に
も
大
き
な
影
響
が

あ
り
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
価

格
や
電
気
・
ガ
ス
、
食
料

品
、
日
常
品
の
値
上
が
り

は
、
今
ま
で
以
上
に
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
事
実

上
の
封
鎖
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
後
も
長
引
く
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰

な
ど
に
よ
る
物
価
へ
の
影

３
月
市
議
会
で
の
質
問
要
旨

そ
の
他
の
質
問

響
、
市
民
生
活
へ
の
影
響

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

市
は
、
国
の
臨
時
交
付

金
な
ど
を
活
用
し
、
水
道

料
金
の
基
本
料
金
を
６
か

月
無
料
に
す
る
こ
と
や
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
今

ま
で
の
２
倍
に
増
や
す
な

ど
、
積
極
的
に
市
民
へ
の

支
援
を
決
め
ま
し
た
。
本

来
は
政
府
が
責
任
を
も
っ

て
対
策
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
で
す
が
ガ
ソ
リ
ン

価
格
を
１
７
０
円
程
度
に

抑
え
る
と
い
う
対
策
し
か

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

物
価
が
さ
ら
に
押
し
上

げ
ら
れ
る
状
況
に
対
し
て

何
ら
か
の
支
援
が
必
要
で

す
。

　

市
と
し
て
も
新
た
に
市

民
へ
の
暮
ら
し
応
援
の
施

策
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

市
は
ど
う
考
え
て
お
ら
れ

る
の
か
。
国
か
ら
は
何
か

示
さ
れ
て
い
る
の
か
、
お

答
え
く
だ
さ
い
。

市
の
答
弁

現
時
点
で
は
国
か
ら
、

経
済
対
策
は
示
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。
市
民
生
活
や

事
業
活
動
へ
の
影
響
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
、
状
況

を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ

て
支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。

意　
見

　

中
東
の
情
勢
だ
け
で
な

く
、
物
価
高
に
拍
車
を
か

け
る
よ
う
に
４
月
か
ら
は
、

国
に
よ
る
社
会
保
障
の
改

悪
で
、
凍
結
し
て
い
た
高

額
療
養
費
の
負
担
増
を
復

活
さ
せ
、
O
T
C
類
似
薬

の
追
加
負
担
の
導
入
、「
子

育
て
支
援
」
と
称
す
る
医

療
保
険
の
上
乗
せ
負
担
に

伴
い
、
市
の
国
民
健
康
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
値
上
げ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
年
金
改
定
は

２
％
の
見
込
み
で
物
価
上

昇
に
比
べ
大
幅
な
目
減
り

と
な
り
ま
す
。
実
質
賃
金

も
物
価
上
昇
に
は
追
い
付

か
ず
、
月
平
均
１
万
円
の

生
活
費
が
増
え
て
い
る
と

い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

国
か
ら
の
支
援
策
は
、
示

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問

題
で
す
。

　

状
況
を
注
視
す
る
と
答

え
ら
れ
ま
し
た
が
、
物
価

に
は
確
実
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。
追
加
の
支
援
は

必
要
で
す
。

　

収
入
が
報
酬
で
決
め
ら

れ
て
い
る
福
祉
施
設
は
、

物
価
上
昇
に
対
し
て
対
応

で
き
な
い
状
況
が
あ
り
ま

す
。
ガ
ソ
リ
ン
代
の
高
騰

の
影
響
を
受
け
て
い
る
交

通
事
業
者
に
も
支
援
が
必

要
で
す
。
市
と
し
て
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

中東地域の早期事態収拾を求める決
議 


令和８年２月２８日、イスラエルと

アメリカがイランに対する軍事行動
を開

始した。首都テヘランなどへの空爆
が行われ、この軍事行動は、主権国

家の首

都への大規模な攻撃が行われたもの
として、国際社会に深刻な衝撃と緊

張をも

たらしている。また、学校や病院を
含む民間施設への被害や、幼い子ど

もたち

を含む多くの市民の死傷が報じられ
ており、戦争の惨禍が人々の生命と

生活を

脅かしている影響が強く懸念される
。

いかなる理由や経緯があったとして
も、国際秩序と平和を揺るがす武力

行使

で一般市民が犠牲になることは断じ
て許されない。 

さらに、中東地域における緊張の高
まりは、日本のエネルギー輸入の重

要な

海上輸送路であるホルムズ海峡周辺
の安定にも影響を及ぼし得るもので

あり、

その結果、原油価格の高騰等により
、市民生活を支えるガソリン・電気

・ガス

などのエネルギー価格や経済活動に
深刻な影響が生じるおそれがある。



日本政府が、当事国をはじめ各国に
対して、国際法を遵守し、武力行使

では

なく対話を中心とした外交努力に
よる早期の事態収拾に取り組むと

ともに、

中東地域の平和的解決に向けて、国
際社会が一致協力することを強く訴

えるも

のである。

以上、決議する。

  令和８年３月２３日

高 槻 市 議 会


 


「中東地域の早期事態収拾を求める決議」
を３月２３日、議会本会議で全員一致で
採択されました

　

新
規
就
農
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て
本
会
議
で
の
質

疑補
正
予
算
↓
物
価
高
対
策

に
つ
い
て
、

条
例
↓
機
構
改
革
に
つ
い

て委
員
会
で
の
質
疑　

条
例
↓
国
民
健
康
保
険
料

か
ら
「
こ
ど
も
子
育
て
支

援
納
付
金
」
を
徴
収
す
る

こ
と
は
問
題

条
例
↓
五
領
認
定
こ
ど
も

園
分
室
を
設
置
し
民
間
に

委
託
す
る
こ
と
。

そ
の
他
に
も
、
当
初
予
算
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

市
営
バ
ス
会
計
、
水
道
会

計
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま

し
た
。
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毎月、第 2土曜日です

　

高
槻
市
で
は
１
９
７
９

年
に
J
R
南
側
の
再
開
発

が
行
わ
れ
、
２
０
０
５
年

に
J
R
北
側
の
再
開
発
、

２
０
１
５
年
北
東
側
の
土

地
区
画
整
備
事
業
が
行
わ

れ
１
４
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
的
に
タ
ワ
マ
ン
と
言

わ
れ
て
い
る
の
は
20
階
以

上
、
ま
た
は
60
メ
ー
ト
ル
以

上
の
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
で

す
。
駅
の
北
側
の
開
発
で

５
棟
も
の
タ
ワ
マ
ン
が
あ
り

ま
す
。
市
の
評
価
を
お
聞

き
し
ま
す
。

市
の
答
弁　

　

都
市
機
能
の
充
実
や
防

災
性
が
向
上
す
る
な
ど
、

中
核
市
高
槻
の
玄
関
口
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
と

活
力
あ
ふ
れ
る
中
核
都
市

拠
点
が
形
成
さ
れ
た
も
の

と
評
価
さ
し
て
お
り
ま
す
。

再
質
問　

　

土
地
が
高
度
利
用
さ
れ

る
こ
と
、
20
階
以
上
の
超

高
層
の
建
物
が
評
価
さ
れ

高
槻
駅

高
槻
駅
J
R
J
R
南
の
再
開
発
計
画

南
の
再
開
発
計
画

づ
く
り
が
４
月
か
ら
は
じ
ま
る

づ
く
り
が
４
月
か
ら
は
じ
ま
る

高槻市のまちづくりについて高槻市のまちづくりについて高槻市のまちづくりについて高槻市のまちづくりについて

３月市議会
一般質問 ２０２６年３月市議会での質問の一部を紹介します。

る
と
す
れ
ば
、
南
側
の
開

発
も
同
じ
よ
う
に
、
高
い

建
物
が
建
つ
の
か
と
思
い
ま

す
。

　
J
R
南
側
に
は
商
業
施

設
が
中
心
に
あ
り
超
高
層

建
築
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
の
状
態
が
継
続
す
れ
ば

い
い
の
で
す
が
、
全
国
で
行

わ
れ
て
い
る
再
開
発
は
、
土

地
の
高
度
利
用
で
超
高
層

の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
が
中

心
で
す
。

　

再
開
発
事
業
は
総
事
業

費
に
対
し
て
補
助
が
で
ま

す
。
国
が
２
分
の
１
、
大
阪

府
が
４
分
の
１
、
高
槻
市

が
４
分
の
１
で
す
。
北
の
再

開
発
で
は
市
の
補
助
だ
け

で
１
７
３
億
円
で
し
た
。
南

の
再
開
発
で
は
工
事
費
が

高
騰
し
て
い
る
状
況
か
ら
、

２
倍
３
倍
の
補
助
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け

の
税
金
を
投
入
し
て
ま
で
、

再
開
発
を
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
の
で
す
か
、
お
答
え

く
だ
さ
い
。

市
の
答
弁

　

準
備
組
合
が
４
月
以
降

作
成
に
着
手
さ
れ
る
計
画

骨
子
案
が
示
さ
れ
た
段
階

以
降
に
、
物
価
高
騰
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
実
現
可

能
性
や
経
済
合
理
性
な
ど

様
々
な
視
点
か
ら
、
適
切

に
協
議
を
行
い
ま
す
。

意
　
見

　

高
槻
市
で
は
市
バ
ス
が

あ
り
市
内
の
ど
こ
か
ら
で

も
駅
に
来
る
の
に
便
利
な

の
で
、
商
業
施
設
な
ど
は

必
要
で
す
。
し
か
し
、
超

高
層
の
建
物
と
は
違
い
ま

す
。
こ
れ
以
上
高
い
建
物

が
建
つ
こ
と
の
影
響
も
考

え
な
い
と
い
け
な
い
で
す
。

身
の
丈
に
合
っ
た
開
発
に

身
の
丈
に
合
っ
た
開
発
に

　

新
聞
報
道
で
は
、
身
の

丈
開
発
の
時
代
と
書
か
れ

て
お
り
、
都
市
圏
で
の
再

開
発
が
白
紙
に
も
ど
さ
れ

た
事
例
や
、
計
画
の
中
断
、

撤
退
な
ど
も
起
こ
っ
て
い

る
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

理
由
と
し
て
共
通
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
工

事
費
、
建
設
費
の
異
常
な

高
騰
で
す
。

　

答
弁
で
は
、
タ
ワ
マ
ン

を
ず
い
ぶ
ん
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
こ
に
問
題

を
感
じ
ま
す
。
タ
ワ
マ
ン

建
設
の
背
景
に
、
多
く
の

税
金
が
投
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
高
槻
駅
南
側
の
再
開

発
事
業
で
も
、
タ
ワ
マ
ン

が
中
心
に
な
れ
ば
、
タ
ワ

マ
ン
建
設
の
た
め
に
、
多

額
の
税
金
が
使
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

南
側
の
再
開
発
が
行
わ

れ
た
１
９
７
９
年
の
、
全

国
の
再
開
発
事
業
で
の

用
途
は
、
店
舗
が
76
％

で
、
住
宅
が
16
％
で
し

た
。
２
０
２
０
年
か
ら

２
０
２
２
年
は
店
舗
が

10
％
で
、
住
宅
が
65
％
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

タ
ワ
マ
ン
中
心
の
開
発

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
準

備
組
合
に
助
言
を
し
て
く

だ
さ
い
。
高
度
利
用
と
い

う
こ
と
で
、
高
い
建
物
を

建
て
る
こ
と
が
、
高
槻
市

の
玄
関
口
と
は
思
え
ま
せ

ん
。

都
市
計
画
に
お
け

都
市
計
画
に
お
け

る
公
共
の
福
祉
に

る
公
共
の
福
祉
に

つ
い
て

つ
い
て

　
都
市
計
画
法
は
、「
ま
ち

づ
く
り
の
ル
ー
ル
」
で
す
。

都
市
計
画
法
の
目
的
は「
都

市
の
健
全
な
発
展
と
、
秩

序
あ
る
整
備
を
図
る
」「
国

土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
、

公
共
の
福
祉
に
寄
与
す
る
」

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
公

共
の
福
祉
は
市
民
を
わ
き

に
お
い
て
実
現
す
る
も
の

で
は
な
い
で
す
。
多
く
の

市
民
に
と
っ
て
、
利
益
に

な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
の
駅
前
に
あ
る
タ
ワ
マ

ン
が
、
都
市
に
お
け
る
土

地
の
、
健
全
な
高
度
利
用

と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

安
全
で
、
快
適
な
居
住
環

境
の
形
成
、
住
環
境
を
改

善
・
向
上
さ
せ
る
た
め
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま

す
。


